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日本海の漁業資源（総説） 
 

日本海の表面積は 105.9 万 km2、全容積は 168.2 万 km3 で
ある。最深部の水深は 3,700 m を超え、平均深度は 1,588 m
で広さの割にはかなり深い海である。日本海は北西太平洋の縁
海であり、対馬、津軽、宗谷及び間宮の 4 海峡で外海と接続し
ているが、これらの海峡はいずれも水深 50～140 m 程度と比
較的浅くて狭いため、海水交換は対馬海峡を通じて流入する表
層域の対馬暖流が殆どである。その一方で、その下層の約 300 
m 以深には海域内で生成された日本海固有水と呼ばれる水温
0～1℃・塩分 34.1 程度のほぼ均質な海水が全容積の 85％を占
める形で存在している。海底地形は南北で著しく異なり、北側
の朝鮮半島北部及びロシア沿海地方に沿った水域では、狭くて
単調な陸棚で縁取られ、陸棚に続く海底地形も概して変化に乏
しい。これに対して南側の日本海中央部から本州にかけての水
域は多数の堆、礁、島々が分布し、起伏に富んだ複雑な地形を
している。この地形的な特徴は底魚漁場としての意義だけでな
く、表層の海況や漁況にも重要な影響を及ぼしている。また、
沿岸漁場として有用な 200 m 以浅の大陸棚上の面積は 27.2 万
km2 で、日本海全体の約 4 分の 1 を占めている（図 1）。（以
上、長沼（2000）、気象庁ウェブページより） 

日本海の漁業資源と漁業 
地形的な特徴と制約を受けて日本海の生物相は成立してい

るが、その生物相は種数の面から貧弱であると言われている。
魚類について見ると、日本海に分布する種数は全体で 500 種
余であるが、西部の山陰沿岸海域で多く、北部で少ない傾向が
ある。日本海の主な漁獲対象魚種は、マイワシ、マサバ、マア
ジ、ブリ、スルメイカ等の回遊性魚介類（浮魚類）、ヒラメ、
マダイ、カレイ類、スケトウダラ、マダラ、ハタハタ、ズワイ
ガニ、ベニズワイガニ、ホッコクアカエビ等の底生魚介類（底
魚類）が挙げられる。日本海の底生魚介類は、水深 200 m を
およその境界として、大陸棚上の「おか場」と大陸棚斜面とそ
れより以深の「たら場」に区分され、それぞれに生息する生物
種が特徴付けられる。すなわち、「おか場」には対馬暖流の影
響下にある種類が、「たら場」には日本海固有水の影響下にあ

る種類が分布している（表 1）。日本海には、1999 年に発効
した日韓漁業協定において定められた「日韓暫定水域」が設定
されている（図 2）。 

区分 おか場-Ⅰ おか場-Ⅱ おか場-Ⅲ おか場-Ⅳ たら場-Ⅰ たら場-Ⅱ たら場-Ⅲ
水深帯（m） 0～20 20～70 70～140 140～190 190～300 300～600 600～
代表的生物 ハタハタ（稚） ハタハタ（幼） ハタハタ（幼） ハタハタ（幼） ハタハタ スケトウダラ ベニズワイ

マダイ（稚） マダイ ヒラメ アブラツノザメ スケトウダラ ノロゲンゲ セッパリカジカ

チダイ（稚） チダイ ニギス（幼） ニギス マダラ アゴゲンゲ ドブカスベ

ヒラメ（稚） ヒラメ マガレイ ヒレグロ ヒレグロ アカガレイ コンニャクウオ類

シタビラメ類 ムシガレイ ムシガレイ ソウハチ アカガレイ ドスイカ

クロダイ マコガレイ ヤナギムシガレイ ホッケ ハツメ ホッコクアカエビ

キス タマガンゾウビラメ アイナメ ウスメバル ウスメバル ツバイ

カワハギ アカムツ カナガシラ キュウリエソ ズワイガニ ズワイガニ

メバル アラ ソコカナガシラ ヒキガニ トヤマエビ クモヒトデ類

ヒメジ アンコウ ツマグロカジカ ホタルイカ ミズダコ

テンジクダイ キンカジカ ギンポ クモヒトデ類 クモヒトデ類

ハオコゼ ヒメ エンコウガニ

クルマエビ ジンドウイカ

ガザミ ヒラツメガニ

シャコ エビジャコ

表 1. 新潟県沖合水域における底生生物群集構造（尾形 1980） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太字下線は各区分を特徴づける生物 

図 1. 日本海の概要（長沼 1992） 
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